
経済の

読み解く

　

商

工

組

合

中

央

金

庫

代

表

取

締

役

社

長

の

関

根

正

裕

氏

は

、

生

産

性

新

聞

の

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

に

応

じ

、

中

小

企

業

の

経

営

環

境

に

つ

い

て

、

生

産

性

向

上

や

デ

ジ

タ

ル

化

に

向

け

た

投

資

需

要

が

強

ま

っ

て

い

る

と

の

見

方

を

示

し

た

。

一

方

、

構

造

改

革

の

進

展

具

合

に

よ

っ

て

企

業

間

の

格

差

が

鮮

明

に

な

っ

て

い

る

と

指

摘

し

た

。

（

２

面

に

詳

報

）

■商工組合中央金庫（商工中金）

　中小企業専門の金融機関。２０２５年６月に政府保有株が全部売却さ

れ、民営化が実現。株主は中小企業および中小企業組合等に限定さ

れている。全国約７万先の融資取引先基盤を有し、貸出金残高は約

�兆円、総資産は約�兆円の規模を誇る。中小企業金融を支える中

核的な存在として、高いプレゼンスを持つ。

出所：商工組合中央金庫「中小企業設備投資動向調査（２０２６年１月調査）」から転載

（注）現在の業況を「非常に良い」「良い」「やや良い」とした企業の合計。

今回調査の回答企業数：３，８９２社（製造業：１，２８８社 非製造業：２，６０４社）

（調査時期）

■

企

業

間

の

二

極

化

進

む

　

関

根

氏

は

、

賃

金

と

物

価

が

と

も

に

上

昇

し

、

金

利

の

あ

る

経

済

環

境

に

移

行

す

る

な

か

、

企

業

の

間

で

は

、

現

預

金

を

積

み

上

げ

る

だ

け

で

な

く

、

将

来

を

見

据

え

た

投

資

に

踏

み

出

す

動

き

が

広

が

っ

て

い

る

と

分

析

し

た

。

先

行

き

に

つ

い

て

は

不

透

明

感

も

残

る

。

イ

ラ

ン

情

勢

の

緊

張

が

、

エ

ネ

ル

ギ

ー

価

格

や

原

材

料

価

格

、

為

替

を

通

じ

て

中

小

企

業

の

収

益

に

影

響

す

る

可

能

性

が

あ

る

と

し

て

、

動

向

を

注

視

す

る

考

え

を

示

し

た

。

　

企

業

間

の

二

極

化

も

進

ん

で

い

る

。

コ

ロ

ナ

禍

後

に

業

績

が

改

善

し

た

企

業

が

あ

る

一

方

、

構

造

変

化

へ

の

対

応

が

遅

れ

た

企

業

で

は

倒

産

が

増

加

し

て

い

る

と

い

う

。

も

っ

と

も

、

全

体

と

し

て

は

「

改

善

し

て

い

る

企

業

の

方

が

多

い

」

と

述

べ

た

。

■

価

格

転

嫁

力

が

収

益

左

右

　

格

差

は

業

種

間

よ

り

も

同

一

業

種

内

で

広

が

っ

て

い

る

と

み

る

。

関

根

氏

は

「

飲

食

業

や

宿

泊

業

で

も

、

好

調

な

企

業

と

苦

戦

す

る

企

業

に

分

か

れ

て

い

る

。

差

を

生

む

の

は

価

格

転

嫁

の

力

や

交

渉

力

、

商

品

・

サ

ー

ビ

ス

の

差

別

化

、

経

営

判

断

の

実

行

と

積

み

重

ね

だ

」

と

語

っ

た

。

原

価

を

正

確

に

把

握

し

、

具

体

的

な

数

字

を

示

し

て

取

引

先

と

交

渉

で

き

る

か

ど

う

か

が

、

収

益

力

を

左

右

す

る

と

い

う

。

　

賃

上

げ

の

原

資

確

保

に

は

価

格

転

嫁

が

欠

か

せ

な

い

が

、

コ

ス

ト

上

昇

分

を

十

分

に

転

嫁

で

き

て

い

な

い

企

業

も

多

い

。

設

備

投

資

意

欲

は

強

い

も

の

の

、

「

投

資

で

き

な

い

理

由

」

と

し

て

金

利

上

昇

を

挙

げ

る

声

も

あ

り

、

こ

れ

も

格

差

拡

大

の

要

因

に

な

り

得

る

と

み

る

。

　

賃

上

げ

や

投

資

、

価

格

転

嫁

に

対

応

で

き

る

企

業

と

、

対

応

が

難

し

い

企

業

の

差

は

、

広

が

る

可

能

性

が

あ

る

。

一

方

、

物

価

高

や

人

手

不

足

、

円

安

に

よ

る

コ

ス

ト

増

を

背

景

に

、

資

金

繰

り

や

事

業

再

生

の

支

援

需

要

は

強

い

。

Ａ

Ｉ

や

デ

ジ

タ

ル

技

術

を

活

用

し

た

省

人

化

へ

の

関

心

も

高

ま

っ

て

い

る

。

■

新

た

な

フ

ァ

ン

ド

で

支

援

強

化

　

こ

う

し

た

課

題

を

踏

ま

え

、

商

工

組

合

中

央

金

庫

は

３

月

６

日

に

長

期

戦

略

・

変

革

プ

ラ

ン

を

公

表

。

長

期

戦

略

で

は

、

中

小

企

業

に

関

わ

る

多

様

な

ス

テ

ー

ク

ホ

ル

ダ

ー

を

「

集

め

て

・

つ

な

げ

て

・

価

値

を

創

る

」

中

小

企

業

経

済

圏

の

確

立

と

活

性

化

を

掲

げ

て

い

る

。

そ

の

一

環

と

し

て

、

４

月

９

日

に

事

業

承

継

フ

ァ

ン

ド

「

ス

タ

ー

チ

ス

１

号

フ

ァ

ン

ド

」

を

設

立

。

従

来

の

融

資

に

加

え

、

エ

ク

イ

テ

ィ

投

資

を

組

み

合

わ

せ

て

事

業

承

継

を

後

押

し

す

る

。

関

根

氏

は

「

中

小

企

業

は

日

本

企

業

の

�

％

を

占

め

る

重

要

な

存

在

で

あ

り

、

大

き

な

潜

在

力

が

あ

る

。

産

業

構

造

の

変

革

や

競

争

力

強

化

の

支

援

に

力

を

入

れ

る

」

と

強

調

し

た

。



経済の

読み解く

関根　正裕（せきね・まさひろ）　１９８１

年第一勧業銀行（現みずほフィナンシャ

ルグループ）入行。西武鉄道、西武ホー

ルディングス、プリンスホテル（現西武

・プリンスホテルズワールドワイド）を

経て、２０１８年３月に商工組合中央金庫代

表取締役社長に就任。

　

日

本

経

済

が

持

続

的

な

成

長

軌

道

を

描

く

に

は

、

そ

の

屋

台

骨

を

支

え

る

中

小

企

業

の

活

力

向

上

が

欠

か

せ

な

い

。

人

手

不

足

や

事

業

承

継

、

賃

上

げ

対

応

な

ど

課

題

が

山

積

す

る

中

、

商

工

組

合

中

央

金

庫

代

表

取

締

役

社

長

の

関

根

正

裕

氏

に

、

中

小

企

業

経

営

の

現

状

と

金

融

機

関

に

求

め

ら

れ

る

役

割

を

聞

い

た

。

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

詳

報

は

次

の

通

り

。

■中小企業の価格転嫁の状況■

出所：中小企業庁「価格交渉促進月間フォローアップ調査」から転載

（注）⒈ここでの価格転嫁率とは、主要な発注側企業（最大３社）との間で、直近６か月間の

コスト上昇分のうち、何割を価格転嫁できたかの回答を集計したもの。⒉（上図）２０２３年３月、

２０２３年９月、２０２４年３月、２０２４年９月、２０２５年３月、２０２５年９月の調査における、価格転嫁率

の平均値を算出したもの。⒊（下図）運輸・郵便はトラック運送業を除く。

■

生

産

性

向

上

と

Ａ

Ｉ

活

用

　

　

中

小

企

業

の

経

営

課

題

の

中

で

も

、

人

手

不

足

と

経

営

人

材

の

不

足

は

深

刻

だ

。

現

場

を

担

う

人

材

に

加

え

、

将

来

像

を

描

き

組

織

を

率

い

る

人

材

の

確

保

も

難

し

い

。

こ

れ

に

後

継

者

問

題

、

原

材

料

・

エ

ネ

ル

ギ

ー

価

格

の

上

昇

、

人

件

費

の

増

加

が

重

な

り

、

経

営

環

境

は

厳

し

さ

を

増

し

て

い

る

。

こ

う

し

た

課

題

は

個

社

に

と

ど

ま

ら

ず

、

地

域

経

済

や

雇

用

に

も

影

響

す

る

。

　

課

題

対

応

の

鍵

と

な

る

の

が

、

省

力

化

や

デ

ジ

タ

ル

化

に

よ

る

生

産

性

向

上

だ

。

人

手

不

足

が

常

態

化

す

る

中

、

省

人

化

投

資

や

Ｄ

Ｘ

へ

の

関

心

は

高

ま

っ

て

い

る

。

設

備

投

資

意

欲

も

総

じ

て

底

堅

く

、

多

く

の

企

業

が

現

状

維

持

で

は

競

争

力

を

保

て

な

い

と

の

認

識

を

強

め

て

い

る

。

　

人

工

知

能

（

Ａ

Ｉ

）

の

活

用

も

選

択

肢

の

一

つ

で

、

受

発

注

管

理

や

在

庫

管

理

、

需

要

予

測

な

ど

幅

広

い

分

野

で

活

用

余

地

が

あ

る

。

た

だ

、

導

入

す

れ

ば

す

ぐ

に

効

果

が

出

る

も

の

で

は

な

く

、

企

業

ご

と

の

課

題

に

応

じ

た

活

用

が

欠

か

せ

な

い

。

現

場

や

財

務

の

実

態

を

把

握

す

る

金

融

機

関

や

支

援

機

関

が

、

適

切

な

導

入

を

後

押

し

す

る

役

割

が

重

要

に

な

る

。

■

伴

走

型

金

融

の

重

要

性

　

商

工

中

金

は

、

融

資

に

加

え

、

企

業

に

深

く

寄

り

添

う

伴

走

型

支

援

に

力

を

入

れ

て

き

た

。

経

営

計

画

の

策

定

、

資

金

繰

り

支

援

、

価

格

交

渉

の

支

援

な

ど

を

通

じ

、

現

場

の

課

題

解

決

を

後

押

し

す

る

。

価

格

転

嫁

が

進

み

に

く

い

中

、

原

価

の

見

え

る

化

や

交

渉

材

料

の

整

理

と

い

っ

た

実

務

面

の

支

援

の

重

要

性

は

増

し

て

い

る

。

単

な

る

資

金

供

給

で

は

な

く

、

経

営

課

題

の

解

決

に

踏

み

込

む

金

融

機

関

の

役

割

は

、

今

後

さ

ら

に

高

ま

る

だ

ろ

う

。

　

賃

上

げ

の

原

資

確

保

は

大

き

な

課

題

だ

。

大

企

業

で

は

賃

上

げ

が

続

く

一

方

、

中

小

企

業

で

は

十

分

な

価

格

転

嫁

が

難

し

い

ケ

ー

ス

が

多

い

。

仕

入

れ

価

格

や

エ

ネ

ル

ギ

ー

コ

ス

ト

、

人

件

費

が

上

昇

し

て

も

、

販

売

価

格

に

反

映

で

き

な

け

れ

ば

、

賃

上

げ

の

継

続

は

難

し

い

。

適

正

な

価

格

転

嫁

の

定

着

に

は

、

企

業

の

取

組

み

に

加

え

、

政

府

や

経

済

団

体

を

含

め

た

環

境

整

備

が

求

め

ら

れ

る

。

■

事

業

承

継

は

喫

緊

の

課

題

　

事

業

承

継

も

重

要

な

課

題

と

な

っ

て

い

る

。

後

継

者

不

在

に

よ

り

、

黒

字

企

業

で

も

廃

業

を

選

ぶ

例

が

あ

る

。

技

術

や

雇

用

、

取

引

関

係

が

失

わ

れ

れ

ば

、

地

域

経

済

へ

の

影

響

も

大

き

い

。

親

族

や

社

内

で

の

承

継

に

加

え

、

Ｍ

＆

Ａ

や

外

部

人

材

の

活

用

な

ど

、

状

況

に

応

じ

た

手

法

の

選

択

が

重

要

に

な

る

。

　

Ｍ

＆

Ａ

支

援

で

は

、

成

約

後

の

統

合

作

業

（

Ｐ

Ｍ

Ｉ

）

や

資

金

面

の

支

援

ま

で

含

め

た

体

制

が

求

め

ら

れ

る

。

事

業

承

継

は

契

約

の

成

立

で

終

わ

り

で

は

な

く

、

そ

の

後

の

成

長

に

繋

げ

る

こ

と

が

重

要

な

た

め

だ

。

商

工

中

金

は

３

月

に

公

表

し

た

長

期

戦

略

で

投

資

銀

行

機

能

の

強

化

を

掲

げ

、

事

業

承

継

・

Ｍ

＆

Ａ

支

援

を

柱

の

一

つ

に

位

置

付

け

る

。

４

月

に

設

立

し

た

グ

ル

ー

プ

初

の

事

業

承

継

フ

ァ

ン

ド

「

ス

タ

ー

チ

ス

１

号

フ

ァ

ン

ド

」

を

通

じ

、

資

本

支

援

や

経

営

人

材

の

派

遣

に

も

取

り

組

ん

で

い

る

。

■

地

域

活

性

化

へ

広

が

る

役

割

　

　

地

域

経

済

へ

の

対

応

も

重

要

だ

。

人

口

減

少

が

進

む

中

で

も

、

地

方

に

は

技

術

力

や

独

自

性

を

持

つ

中

小

企

業

が

多

い

。

地

域

金

融

機

関

と

連

携

し

、

こ

う

し

た

企

業

を

支

え

る

こ

と

が

、

地

域

全

体

の

持

続

力

向

上

に

つ

な

が

る

。

　

ま

た

、

個

別

企

業

に

と

ど

ま

ら

ず

、

商

店

街

や

業

界

団

体

な

ど

面

的

な

連

携

を

通

じ

た

支

援

も

重

要

に

な

る

。

デ

ジ

タ

ル

化

が

進

む

一

方

で

、

経

営

者

と

の

対

話

を

通

じ

て

課

題

を

把

握

す

る

対

面

支

援

の

役

割

も

変

わ

ら

な

い

。

資

金

や

人

材

、

情

報

を

結

び

付

け

る

機

能

と

併

せ

て

、

両

輪

で

の

支

援

が

求

め

ら

れ

る

。

　

生

産

性

向

上

や

賃

上

げ

、

事

業

承

継

、

地

域

活

性

化

と

い

っ

た

課

題

は

相

互

に

関

連

し

て

い

る

。

金

融

機

関

の

役

割

も

、

融

資

中

心

か

ら

伴

走

型

支

援

へ

と

広

が

っ

て

い

る

。

中

小

企

業

の

力

を

引

き

出

す

環

境

整

備

が

、

日

本

経

済

の

持

続

的

な

成

長

に

向

け

て

重

要

に

な

っ

て

い

る

。


